
 北海道旭川聾学校（令和７年１１月１日作成）

　北海道教育の日である１１月１日に本校では
文化祭を行いました。保護者の皆様や地域の皆
様、卒業生の皆様や聾学校に関心のある皆様な
どが見に来てくれました。立ち見の方も多くお
り、大盛況の文化祭
となりました。御来
校いただいた皆様、
子どもたちが頑張っ
ている姿を見ていた
だいて、本当にあり
が と う ご ざ い ま し

 た。
　 小 １ の 「 は じ め
の こ と ば 」 は 、 か
わいくて、しっかりと伝えようとする話しぶり
で、セリフの多さに驚いたお客様もいたことで
しょう。すらすらと戸惑うことなく発表する様
子から、たくさん練習したことがわかり立派で

 した。
　幼稚部の「ももた
ろう」は、子どもた
ちの特性をうまく生
かして、様々な工夫
がされているなと思
いました。鬼と戦う
場面では、犬や猿、
キジやももたろうと
の や り と り が か わ
い く て 思 わ ず 笑 っ
て し ま い ま し た 。
１ 人 １ 人 の 成 長 を
感 じ る こ と が で き

 る劇になりました。
　 小 学 部 の 劇 は 、
本 日 の 舞 台 が 一 番
上 手 で し た 。 セ リ
フ の 言 い 回 し の 工
夫 、 ゆ っ く り 話 し
て 伝 え よ う と す る
様 子 、 そ し て 、 な
め ら か な 展 開 で と
て も 見 て い て わ か
りやすかったです。
練 習 の 成 果 が 出 た

 と思います。
　 中 学 部 の 発 表 で
は 、 来 賓 席 に い た
お二人から、「良い
も の を 見 せ て も ら
った。」「感動した。」と言っていただきました。

（小１）はじめのことば

（幼）ももたろう

（小）３匹のかわいいオオカミ

（中）よさこいソーラン

伝統の「よさこいソーラン」でしたが、中３の
２人の「最後の文化祭を最高のものにしよう！」
という熱い思いが伝わってくる内容でした。よ
さこいの前に行った寸劇も完成度が高く、きち
んと笑いを取るツボまで押さえていました。そ
して、最後のよさこいソーランは、まさに迫力
の演舞でした。今朝、早く学校に来て中学生３
人が練習していたのも気持ちが込もっていたか
らです。発表が終わったら、「中３は受験勉強
に集中すること。」また、一緒に取り組んだ１
年生へ、「来年の文化祭に思いを引き継いでほ
しいこと。」がメッセージとして盛り込まれて

 おり、中学生らしい発表になりました。
　中３が担当した「おわりのことば」も素晴ら
しかったです。その
場で、幼稚部や小学
部の劇を見た感想を
考え、ことばを紡い
で上手に褒めてくれ

 ました。
 
  そ れ ぞ れ の 発 表
は、とても素晴らし
く、子どもたちのい
いところを見ていただけたと思います。それに
も増して「さすがだな。」と思ったことがあり
ました。中学生の立ち居振る舞いです。中学生
の３名は、自分の発表以外に、袖でスポットラ
イトを受けて順番にプログラムを読み上げる係
もしていました。幕の袖で音を立てないように
そっとマイクを準備し、袖から出て礼をしてプ
ログラムを読み上げて紹介する。そうしたと思
ったら後ろを回って前の方にある自分の席に戻
り、背筋を伸ばして他の発表を見ていました。
走るときもドタドタとは音を立てず、素早く静
かにサッと戻る様子は素晴らしいなと思いまし
た。また、物の扱いが丁寧でマイク等を素早く
静かに置いたりする様子に感動を覚えました。
さりげなくやっているこれらの立ち居振る舞い
は、簡単にはできないことではないかと思うか
らです。特に聞こえないと音に鈍感になり、階
段を上るときなどに無意識ではありますがドタ
ドタと音を立ててしまうお子さんが多くいま
す。これは、意識しないとできないことだから

 です。
　本校の中学生は３名しかいませんが、着実に
歴史と伝統を引き継いでくれていると嬉しく思

 いました。実り多い文化祭になりました。
 
 

おわりのことば



 


